[bookmark: _GoBack]中間検査　工事監理の状況報告書　〈木造軸組（在来）工法〉
	建築物名称又は工事名
	　　　　　　　　　　　
	確認済証日付番号
	平成　  年 　 月 　 日 　  第 　   号

	　富山県建築主事　　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　 平成　　年　　月　　日
　　上記工事について、下記のとおり設計図書との照合を行ったので報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 工事監理者　　　　　　　　　　　　　印



(集団規定関係)
	照　合　項　目
	照　　合　　内　　容
	照合結果
	備　　　　考

	１ 確認の表示等（法89条）
	１ 表示の有無、記載内容、設計図書の現場常備
	適・不適
	

	２ 敷地と道路との関係
　（法42条、43条、44条）
	１ 道路幅員、接道長さ、2項道路後退の確認
	適・不適
	

	
	２ 法43条ただし書許可内容との整合
	適・不適
	

	
	３ 法44条道路内建築制限、すみ切り空地(条例)
	適・不適
	

	３ 敷地の安全・衛生、
　 建築物の配置等
　（法19条）
	１ 敷地形状、建物配置、離隔距離等の確認
	適・不適
	

	
	２ 地盤面の高さ、地盤改良等、敷地内の排水
	適・不適
	

	
	３ がけ条例の確認、擁壁の安全性等確認
	適・不適
	

	４ 建築物の形態制限
　（法52条、53条、55条、
　 56条、58条、56条の2）
	１ 建ぺい率、容積率（建物形状、床面積）
	適・不適
	

	
	２ 一低、二低での高さの限度
	適・不適
	

	
	３ 隣地斜線・道路斜線（道路斜線緩和条件確認）
	適・不適
	

	
	４ 北側斜線・日影規制（離隔距離、高さ等）
	適・不適
	


(構造部材等)
	５ 支持地盤、基礎
　（令38条、42条、93条）
	１ 支持地盤の位置、地耐力の確認
	適・不適
	

	
	２ 配置、種類（布、べた等）、寸法の確認
	適・不適
	

	
	３ 生コン、鉄筋等の品質、配筋、開口補強等
	適・不適
	

	６ 土台
　（令42条、46条、47条、
　　49条2項）
	１ 配置、寸法、材質等
	適・不適
	

	
	２ 基礎への緊結(アンカーボルト)、火打土台等
	適・不適
	

	
	３ 防腐処置等の確認
	適・不適
	

	７ 柱
　（令43条、47条）
	１ 配置、寸法、材質等（通し柱、3階建柱）
	適・不適
	

	
	２ 欠込み部補強、金物等材質、取付け方法等
	適・不適
	

	８ 横架材
　（令44条、47条）
	１ 配置、寸法、材質等
	適・不適
	

	
	２ 欠込みの確認、金物等材質、取付け方法等
	適・不適
	

	９ 耐力壁等
　（令45条、46条、47条、
　　49条2項）
	１ 耐力壁の種類、位置の確認
	適・不適
	

	
	２ 筋かいの寸法、接合金物等の確認
	適・不適
	

	
	３ 防腐処置等の確認（床下、柱部分含む）
	適・不適
	

	10 床組
　（令22条、46条、47条）

	１ 配置、寸法、材質等
	適・不適
	

	
	２ 剛な床組（火打材等）の確認
	適・不適
	

	
	３ 床下防湿方法（床の高さ、床下換気口等）
	適・不適
	

	11 小屋組
　（令46条3項、47条）
	１ 配置、寸法、材質等
	適・不適
	

	
	２ 振れ止め設置、接合部の緊結金物の確認
	適・不適
	



	特記事項


〈注意事項〉
・　この報告書を中間検査申請書に添付すれば、申請書第４面は省略することができます。
・　｢照合結果｣は、｢適・不適｣のいずれかに○印をつけ、項目に該当しないときは｢適・不適｣として下さい。
・　備考欄には、照合方法（｢書類｣、｢現場｣等）及び設計者に確認した事項等を記載して下さい。（別紙の添付でも可）
・　主要な材料の品質証明書や試験結果報告等により確認した場合は、適宜その写しを添付して下さい。
・　｢不適｣の場合は、備考欄又は特記事項欄に、その代替措置及び建築主に対して行った報告の内容を記載して下さい。

中間検査　工事監理の状況報告書　〈枠組壁工法〉
	建築物名称又は工事名
	　　　　　　　　　　　
	確認済証日付番号
	平成　  年 　 月 　 日 　  第 　   号

	　富山県建築主事　　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　 平成　　年　　月　　日
　　上記工事について、下記のとおり設計図書との照合を行ったので報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 工事監理者　　　　　　　　　　　　　印



(集団規定関係)
	照　合　項　目
	照　　合　　内　　容
	照合結果
	備　　　　考

	１ 確認の表示等（法89条）
	１ 表示の有無、記載内容、設計図書の現場常備
	適・不適
	

	２ 敷地と道路との関係
　（法42条、43条、44条）
	１ 道路幅員、接道長さ、2項道路後退の確認
	適・不適
	

	
	２ 法43条ただし書許可内容との整合
	適・不適
	

	
	３ 法44条道路内建築制限、すみ切り空地(条例)
	適・不適
	

	３ 敷地の安全・衛生、
　 建築物の配置等
　（法19条）
	１ 敷地形状、建物配置、離隔距離等の確認
	適・不適
	

	
	２ 地盤面の高さ、地盤改良等、敷地内の排水
	適・不適
	

	
	３ がけ条例の確認、擁壁の安全性等確認
	適・不適
	

	４ 建築物の形態制限
　（法52条、53条、55条、
　 56条、58条、56条の2）
	１ 建ぺい率、容積率（建物形状、床面積）
	適・不適
	

	
	２ 一低、二低での高さの限度
	適・不適
	

	
	３ 隣地斜線・道路斜線（道路斜線緩和条件確認）
	適・不適
	

	
	４ 北側斜線・日影規制（離隔距離、高さ等）
	適・不適
	


(構造部材等)
	５ 支持地盤、基礎
　（告示56-3、令93条）
	１ 支持地盤の位置、地耐力の確認
	適・不適
	

	
	２ 配置、種類（布、べた等）、寸法の確認
	適・不適
	

	
	３ 生コン、鉄筋等の品質、配筋、開口補強等
	適・不適
	

	６ 土台
　（告示56-3、56-8）
	１ 配置、寸法、材質等
	適・不適
	

	
	２ 基礎への緊結(アンカーボルト)
	適・不適
	

	
	３ 防腐処置等の確認
	適・不適
	

	７ 床
　（告示56-4、56-8、
　　令22条）


	１ 寸法、材質等（床根太間隔、床板厚）
	適・不適
	

	
	２ ころび止めの設置、くぎの種類・ピッチ
	適・不適
	

	
	３ 開口部や直下に耐力壁が無い場合の根太補強
	適・不適
	

	
	４ 床下防湿方法（床の高さ、床下換気口等）
	適・不適
	

	８ 耐力壁等
　（告示56-5）
	１ 耐力壁の種類、位置の確認
	適・不適
	

	
	２ 寸法、材質等(たて枠ピッチ、ｺｰﾅｰは3本以上)
	適・不適
	

	
	３ 各部材の緊結(釘ﾋﾟｯﾁ等)、頭つなぎ、まぐさ
	適・不適
	

	
	４ 防腐処置等の確認（床下部分含む）
	適・不適
	

	９ 小屋組
　（告示56-7）

	１ 寸法、材質等（たるきﾋﾟｯﾁ、屋根下地板厚）
	適・不適
	

	
	２ 振れ止め設置、接合部の緊結金物の確認
	適・不適
	

	
	３ 開口部幅原則2ｍ以下、まぐさの設置
	適・不適
	



	特記事項


〈注意事項〉
・　この報告書を中間検査申請書に添付すれば、申請書第４面は省略することができます。
・　｢照合結果｣は、｢適・不適｣のいずれかに○印をつけ、項目に該当しないときは｢適・不適｣として下さい。
・　備考欄には、照合方法（｢書類｣、｢現場｣等）及び設計者に確認した事項等を記載して下さい。（別紙の添付でも可）
・　主要な材料の品質証明書や試験結果報告等により確認した場合は、適宜その写しを添付して下さい。
・　｢不適｣の場合は、備考欄又は特記事項欄に、その代替措置及び建築主に対して行った報告の内容を記載して下さい。

中間検査　工事監理の状況報告書　〈鉄骨造・鉄骨鉄筋コンクリート造〉
	建築物名称又は工事名
	　　　　　　　　　　　
	確認済証日付番号
	平成　  年 　 月 　 日 　  第 　   号

	　富山県建築主事　　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　 平成　　年　　月　　日
　　上記工事について、下記のとおり設計図書との照合を行ったので報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 工事監理者　　　　　　　　　　　　　印



(集団規定関係)
	照　合　項　目
	照　　合　　内　　容
	照合結果
	備　　　　考

	１ 確認の表示等（法89条）
	１ 表示の有無、記載内容、設計図書の現場常備
	適・不適
	

	２ 敷地と道路との関係
　（法42条、43条、44条）
	１ 道路幅員、接道長さ、2項道路後退の確認
	適・不適
	

	
	２ 法43条ただし書許可内容との整合
	適・不適
	

	
	３ 法44条道路内建築制限、すみ切り空地(条例)
	適・不適
	

	３ 敷地の安全・衛生、
　 建築物の配置等
　（法19条）
	１ 敷地形状、建物配置、離隔距離等の確認
	適・不適
	

	
	２ 地盤面の高さ、地盤改良等、敷地内の排水
	適・不適
	

	
	３ がけ条例の確認、擁壁の安全性等確認
	適・不適
	

	４ 建築物の形態制限
　（法52条、53条、55条、
　 56条、58条、56条の2）
	１ 建ぺい率、容積率（建物形状、床面積）
	適・不適
	

	
	２ 一低、二低での高さの限度
	適・不適
	

	
	３ 隣地斜線・道路斜線（道路斜線緩和条件確認）
	適・不適
	

	
	４ 北側斜線・日影規制（離隔距離、高さ等）
	適・不適
	


(構造部材等)
	５ 支持地盤、杭
　（令38条、93条）
	１ 支持地盤の位置、地耐力の確認
	適・不適
	

	
	２ 杭の材質、工法、長さ、径、杭頭処理等
	適・不適
	

	６ 基礎、地中梁、柱型
　（令38条）
	１ 配置、種類（独立、ベタ等）、寸法等の確認
	適・不適
	

	
	２ 生コン、鉄筋等の品質、配筋、杭の編心補強
	適・不適
	

	７ 柱脚部
　（令66条、82条）
	１ 構造方法の確認（露出､根巻き､埋込み､ピン）
	適・不適
	

	
	２ ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ：寸法、溶接、モルタル充填等
	適・不適
	

	
	３ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ：径、長さ、本数、穴径等、台直し
	適・不適
	

	
	４ ｽﾀｯﾄﾞ(径､本数等)、配筋、かぶり厚等の確認
	適・不適
	

	８ 鋼材
　（法37条、
　　令37条、64条）
	１ 鋼種、規格、形状・寸法
	適・不適
	

	
	２ 防錆の確認（さび止めの種類、ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ等）
	適・不適
	

	９ 接合部
　（令67条、68条）
	１ 溶接継目の種類、外観、非破壊検査の確認
	適・不適
	

	
	２ 溶接工法（裏当て､ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞ等）、目違い
	適・不適
	

	
	３ 高力ﾎﾞﾙﾄの種類、規格、径等の確認
	適・不適
	

	
	４ 高力ﾎﾞﾙﾄ接合（径、本数、添板寸法等）
	適・不適
	

	
	５ 高力ﾎﾞﾙﾄ接合の締付け確認
	適・不適
	

	10 建て方等

	１ 建て方の精度
	適・不適
	

	
	２ ブレース（床、壁）の配置、寸法、接合部等
	適・不適
	

	
	３ 梁貫通箇所の補強、鉄骨かぶり厚さ（SRC造）
	適・不適
	



	特記事項




〈注意事項〉
・　この報告書を中間検査申請書に添付すれば、申請書第４面は省略することができます。
・　この他、別紙｢コンクリート工事施工結果（計画）報告書｣及び｢鉄骨工事施工状況報告書｣を添付してください。
・　｢照合結果｣は、｢適・不適｣のいずれかに○印をつけ、項目に該当しないときは｢適・不適｣として下さい。
・　備考欄には、照合方法（｢書類｣、｢現場｣等）及び設計者に確認した事項等を記載して下さい。（別紙の添付でも可）
・　主要な材料の品質証明書や試験結果報告等により確認した場合は、適宜その写しを添付して下さい。
・　｢不適｣の場合は、備考欄又は特記事項欄に、その代替措置及び建築主に対して行った報告の内容を記載して下さい。

中間検査　工事監理の状況報告書　〈鉄筋コンクリート造〉
	建築物名称又は工事名
	　　　　　　　　　　　
	確認済証日付番号
	平成　  年 　 月 　 日 　  第 　   号

	　富山県建築主事　　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　 平成　　年　　月　　日
　　上記工事について、下記のとおり設計図書との照合を行ったので報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 工事監理者　　　　　　　　　　　　　印



(集団規定関係)
	照　合　項　目
	照　　合　　内　　容
	照合結果
	備　　　　考

	１ 確認の表示等（法89条）
	１ 表示の有無、記載内容、設計図書の現場常備
	適・不適
	

	２ 敷地と道路との関係
　（法42条、43条、44条）
	１ 道路幅員、接道長さ、2項道路後退の確認
	適・不適
	

	
	２ 法43条ただし書許可内容との整合
	適・不適
	

	
	３ 法44条道路内建築制限、すみ切り空地(条例)
	適・不適
	

	３ 敷地の安全・衛生、
　 建築物の配置等
　（法19条）
	１ 敷地形状、建物配置、離隔距離等の確認
	適・不適
	

	
	２ 地盤面の高さ、地盤改良等、敷地内の排水
	適・不適
	

	
	３ がけ条例の確認、擁壁の安全性等確認
	適・不適
	

	４ 建築物の形態制限
　（法52条、53条、55条、
　 56条、58条、56条の2）
	１ 建ぺい率、容積率（建物形状、床面積）
	適・不適
	

	
	２ 一低、二低での高さの限度
	適・不適
	

	
	３ 隣地斜線・道路斜線（道路斜線緩和条件確認）
	適・不適
	

	
	４ 北側斜線・日影規制（離隔距離、高さ等）
	適・不適
	


(構造部材等)
	５ 支持地盤、杭
　（令38条、93条）
	１ 支持地盤の位置、地耐力の確認
	適・不適
	

	
	２ 杭の材質、工法、長さ、径、杭頭処理等
	適・不適
	

	６ 基礎、地中梁
　（令38条）
	１ 配置、種類（独立、ベタ等）、寸法等の確認
	適・不適
	

	
	２ 鉄筋配筋、かぶり厚さ、杭の編心補強等
	適・不適
	

	７ 躯体共通事項
　（法37条、令72～76条）
	１ 生コン規格、基準強度、塩化物･アル骨等確認
	適・不適
	

	
	２ 鉄筋種類、規格、ガス圧接部引張試験結果
	適・不適
	

	
	３ ｺﾝｸﾘｰﾄ強度試験、養生、型枠及び支柱除去
	適・不適
	

	８ 柱
　（令73条、77条、79条）
	１ 配置、形状、寸法等の確認（小径､X-Y方向等）
	適・不適
	

	
	２ 主筋･帯筋の径､本数､間隔､定着･継手(位置･長さ)
	適・不適
	

	
	３ 鉄筋の緊結、かぶり厚さ（スペーサー）等
	適・不適
	

	９ 梁
　（令73条、78条、79条）
	１ 配置、形状、寸法等の確認
	適・不適
	

	
	２ 主筋の径､本数､間隔､定着･継手(位置･長さ)
	適・不適
	

	
	３ あばら筋、幅止め筋、腹筋の径､本数､間隔等
	
	

	
	４ 鉄筋の緊結、かぶり厚さ、スリーブ補強等
	適・不適
	

	10 耐力壁、床版等
　（令73条、77条の2
　　78条の2、79条）
	１ 配置、形状、寸法（厚さ）等の確認
	適・不適
	

	
	２ ｽﾗﾌﾞ筋･壁筋の径､本数､間隔、定着･継手(位置･長さ)
	適・不適
	

	
	３ 鉄筋の緊結、かぶり厚さ（スペーサー）等
	適・不適
	

	
	４ 構造スリットの位置・形状、開口補強の確認
	適・不適
	



	特記事項




〈注意事項〉
・　この報告書を中間検査申請書に添付すれば、申請書第４面は省略することができます。
・　この他、別紙｢コンクリート工事施工結果（計画）報告書｣を添付してください。
・　｢照合結果｣は、｢適・不適｣のいずれかに○印をつけ、項目に該当しないときは｢適・不適｣として下さい。
・　備考欄には、照合方法（｢書類｣、｢現場｣等）及び設計者に確認した事項等を記載して下さい。（別紙の添付でも可）
・　主要な材料の品質証明書や試験結果報告等により確認した場合は、適宜その写しを添付して下さい。
・　｢不適｣の場合は、備考欄又は特記事項欄に、その代替措置及び建築主に対して行った報告の内容を記載して下さい。
3

